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DS90C032  LVDS Quad CMOS Differential Line Receiver
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ピン配置図

DS90C032B
LVDS 4回路入りCMOS差動入力ライン・レシーバ

概要
　DS90C032Bは、超低消費電力、高速伝送を必要とするアプリケー
ション用に設計された4回路入りCMOS差動入力ライン・レシーバで
す。Low Voltage Differential Signaling (LVDS)の技術を用いており、
155.5Mbps(77.7MHz)以上のデータレートをサポートします。
　DS90C032Bは、小振幅(350mV)の差動信号を受信し、それを CMOS

レベルに変換します。本レシーバは、TRI-STATE機能をサポートして
おり、出力をマルチプレクスすることが可能です。さらに入力開放、終
端(100Ω)の全ての状態においてフェイルセーフ機能が働き、出力を
Highに固定します。
　DS90C032Bでは、電源オフ時には、ハイ・インピーダンスの LVDS

入力となります。この機能により、VCCが供給されていないとき、
LVDSバス・ラインに影響する負荷は最小となります。
　DS90C032B、およびこれと対になるライン・ドライバ(DS90C031B)

は、消費電力の大きいPECLなどの代替として、1対1の高速通信に用
いられます。

特長
■ TIA/EIA-644規格に適合
■ ＞ 155.5Mbps（77.7Mhz）の転送レート
■ 差動入力電圧± 350mV

■ 低消費電力設計
■ 差動出力スキュー 600ps（5V、25℃）
■ 伝搬遅延時間： 6.0ns（最大）
■ フェイルセーフ動作： 入力開放、終端時出力“H”
■ DS26C32A、MB570（PECL）、41LF（PECL）とピンコンパチブル
■ 電源オフ時、ハイ・インピーダンスLVDS入力
■ 表面実装パッケージ（SOIC）で供給
■ 動作温度範囲： －40℃～＋ 85℃

Functional Diagram

Receiver Truth Table
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電気的特性　特記のない限り、推奨動作条件に記載の電源電圧及び動作周囲温度に対して適用。（Note 2、3）

絶対最大定格（Note 1）

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照下さい。

電源電圧（VCC） － 0.3V～＋ 6.0V

入力電圧（RIN＋、RIN－） － 0.3V～＋ 5.8V

イネーブル入力電圧（EN、EN*） － 0.3V～（VCC＋ 0.3V）
出力耐圧（ROUT) － 0.3V～（VCC＋ 0.3V）
最大パッケージ許容損失（PD）（周囲温度 25℃において）
SOIC“M”パッケージ 1025mW

25℃以上の周囲温度で使用される場合は
を減じてください。 8.2mW/℃
保存温度範囲（TSTG） － 65℃～＋ 150℃
許容リード温度（ハンダ付け 4秒） ＋ 260℃
PN接合温度 ＋ 150℃

静電破壊耐圧（ESD）（Note 7）
　HBM 1.5kΩ、100pF ≧ 2kV

　EIAJ 0Ω、200pF ≧ 250V

推奨動作条件

最小値 標準値 最大値 単位
電源電圧（VCC） ＋ 4.5 ＋ 5.0 ＋ 5.5 V

入力電圧 GND ＋ 2.4 V

動作周囲温度（TA） － 40 ＋ 25 ＋ 85 ℃
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スイッチング特性　VCC＝＋ 5.0V、TA＝＋25℃（Note 3、4、9）

スイッチング特性　VCC＝＋ 5.0V± 10％、TA＝－40℃～＋ 85℃（Note 3、4、9）

Note 1：「絶対最大定格」とはこの値を超えるとデバイスの安全を保障できない値です。デバイスがこの規格値で動作する事を意味しているわ
けではありません。「電気的特性」の表にデバイスの実際の動作条件が示されています。

Note 2：デバイスのピンに流れ込む電流はすべて正、デバイスのピンから流れ出す電流は負と示されています。特記のない限り、全ての電圧
はグランドを基準としています。

Note 3：全ての標準値は、VCC＝＋ 5.0V、TA＝＋ 25℃の値です。
Note 4：特記のない限り、パルスゼネレータの波形は、f＝ 1MHz、ZO＝ 50Ω、tr＝ tr＝ 6ns。
Note 5：チャネル間スキューは、同一チップ上におけるチャネル間の伝搬遅延時間の差として定義しています。
Note 6：チップ間のスキューは、最大、最小間の差動伝搬遅延時間の差として定義しています。
Note 7： ESD耐圧：HBM（1.5kΩ、100pF）≧ 2kV

EIAJ（0Ω、200pF）≧ 250V

Note 8：出力短絡電流（IOS）は大きさを表し、マイナス符号は電流の流れる方向を表しています。測定に当たっては一度につき一回路とし、接
合温度（TJ）を越えないようにして下さい。

Note 9： CLはプローブ容量と治具容量を含んでいます。

Parameter Measurement Information
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Parameter Measurement Information （つづき）

CL は負荷とテスト治具の容量を含んでいます。
tpZLおよび tpLZの測定では S1 = VCC。
tpZHおよび tpHZの測定では S1  = GND。
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代表的なアプリケーション

アプリケーション情報
　LVDSドライバとレシーバは、まずFigure 5に示したような、複雑で
ない、1対1（一組のドライバとレシーバ）の構成での使用を目的とし
ています。この構成は、ドライバの速いエッジレートのためのクリー
ンな信号の環境を提供します。レシーバは、標準的なツイストペア
ケーブル、パラレルペアケーブル、または簡単なPCBのパターン等の
平衡伝送経路を通してドライバに接続されます。標準的には、メディ
アのインピーダンス特性は 100Ωのレンジにあります。100Ωの終端抵
抗は、メディアに適応するように選択され、そして、可能な限りレシー
バの入力の近くに配置して下さい。終端抵抗は、ドライバの電流ソー
スを電圧に変換し、レシーバで検出します。その他の構成として、マル
チレシーバ構成等が可能です。しかしミッドストリームコネクタ、
ケーブルスタブ、その他のグランドのシフト等によるインピーダンス
の不連続、ノイズマージンの制限等の影響、そして、終端の負荷の総計
等が考慮されなければいけません。
　DS90C032Bは、中心が＋1.2V付近にある±1Vのコモンモードレン
ジで、±100mV程の低い信号を検出できる差動入力ラインレシーバで
す。このことは、ドライバのオフセット電圧が標準で＋1.2Vであるこ
とに関連しています。伝送される信号の中心はこの電圧付近にあり、
そしてこの中心から± 1V程度変動するかもしれません。また、この
±1Vの変動は、ドライバとレシーバ間のグランドの基準とグランド電
位の違い、カップルノイズのコモンモードへの影響、または、その両方
の組み合わせによるものかもしれません。レシーバの両方の入力へは、
規定されている0Vから＋2.4V（それぞれの端子とグランド間の電圧）
の動作入力電圧範囲が加えられるべきです。これらの制限値を越えた
場合は、パスの電源をクランプするESD保護回路をターンオンさせる
かもしれません。

フェイルセーフ動作
　LVDSレシーバは小さい差動入力電圧（20mV）をCMOSロジックに
変換する高利得、ハイスピードのアンプです。この様に高利得、低い差
動入力電圧ですので有効信号としてとらえられてしまうノイズなどの
発生については注意を払います。
　DS90C032Bはフェイルセーフ機能を備えています。次に述べるいず
れかの状態にいたるとレシーバの出力が論理、“High”に固定します。
1. 入力端子が開放の場合。

DS90C032Bは4回路入りのレシーバですが、もし使用しない事があ
る場合は差動入力端子を開放にしておきます。電源やグランドに接
続しないでください。各入力は内部回路において抵抗によりバイア
スされていて出力を“High”に固定する様設計されています。

2. 差動入力端子が終端された状態
ドライバがディセーブル、又は電源OFF時におけるトライステート
状態の時、或いはコネクタが外れた場合、100Ωの終端抵抗が接続さ
れた状態でもレシーバの出力を“High”に固定します。送信側と受
信側を接続しているコネクタが、送信側で外れて受信側にぶら下
がっている場合、ケーブルがフローティングアンテナになりノイズ
などを拾うことがあります。もしレシーバにこの浮いた状態のコネ
クタが接続されていて、10mV以上の差動ノイズをコネクタが拾う
とレシーバが感知することがあります。平衡接続された使用では、
同相ノイズや差動以外のノイズに関してはレシーバで除去できます
ので誤動作はしません。ツイスト・ペア・ケーブルの方がフラット・
リボン・ケーブルより優れています。

　DS90C032Bは工業規格の26LS32差動レシーバ（RS-422)とピンコン
パチブルです。
　LVDSアプリケーションの詳細な情報については、LVDSオー
ナーズ・マニュアルを参照してください。これは、webサイト
www.national.com/appinfo/lvdsから入手可能です。
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端子説明

端子番号 名称 　　説明

2, 6, 10, 14 RIN＋ 非反転レシーバ入力ピン

1, 7, 9, 15 RIN－ 反転レシーバ入力ピン

3, 5, 11, 13 ROUT レシーバ出力ピン

4 EN アクティブHighイネーブル・ピン、EN*とOR

12 EN* アクティブLowイネーブル・ピン、ENとOR

16 VCC 電源ピン、＋ 5V±10%

8 GND グランド・ピン

製品情報

代表的な性能特性
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代表的な性能特性(つづき)
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代表的な性能特性(つづき)
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　本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。また掲載内容
は予告無く変更されることがありますのでご了承下さい。

生命維持装置への使用について
　弊社の製品はナショナル セミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品として使用す
ることはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用さ
れることを意図されたもの、または（b）生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用
された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると予想
されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべ
ての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置またはシステム
の不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが
予想されるものをいいます。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本　社／〒 135-0042　東京都江東区木場 2-17-16　TEL.(03)5639-7300

製品に関するお問い合わせはカスタマ・レスポン
ス・センタのフリーダイヤルまでご連絡ください。

フリーダイヤル�

0120-666-116

ち
き
ゅう
にやさしい

みどりをまも
る

この紙は再生紙を使用しています�

http://www.nsjk.co.jp/

外形寸法図 特記のない限り inches(millimeters)
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